
　地震は夜遅く（22日午後10時８分ころ）に
発生しました。真夜中の救出劇を経て、夜が
明けるとともに、被害の状況が明らかになり
ました。堀之内区では全壊33棟、半壊15棟、
三日市場区では全壊６棟、半壊12棟。住家の
被害はこの２つの区に集中していました。

　国道148号は、通区で幅約20ｍ、高さ約30ｍにわたって道
路わきの斜面が崩れ、また国道406号は、嶺方区堀田で路面
に大きな亀裂が入り、ともに通行止めになりました。県道
33号（白馬美麻線・オリンピック道路）では、飯森区から
堀之内区・三日市場区にかけて断層のずれにより路面にゆ
がみや損傷が生じました。また、村道やこれらをつなぐ橋
梁にも各所で被害が発生しました。

　堀之内区では33棟が全壊し、26
人が倒壊した建物に閉じ込められ
ましたが、主に近隣住民や地元消
防団の活躍により、夜半には全員
が救助されています。また三日市
場区では６棟が全壊しましたが、
地震発生から１時間ほどで41世帯
118人の安否確認を終えました。こ
れだけの住家被害を受けながら亡
くなった人を一人も出さなかった
ことは、「白馬の奇跡」と称されま
した。

倒壊し道路をふさいだ家屋（堀之内区）

一次避難所に指定されていた堀之内公民館も被災（堀之内区） 一夜明けて地区の状況が明らかになった堀之内区（23日午前８時30分）
（『信濃毎日新聞』平成26年11月23日）

国道148号では、通区で道路わきの斜面が崩壊

国道406号は、嶺方区堀田で路面に大きな亀裂

倒壊した建物から生存者を救助
（22日午後11時30分、三日市場区）

「白馬の奇跡」を生んだ深夜の救出劇コラム

北谷地では村道ののり面のブロックが押し出されるよう
に崩壊（堀之内区）

塩島区では断層が地表に現れ、道路と圃場に
高さ約90㎝、横に約30㎝のずれ
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